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　このように考えると次の定理が分かる．

定理 関数 f が実数 p において微分可能であるとき，f が p において極値

をとるならば f ′(p) = 0 ．



例 実数全体を定義域とする関数 f を f(x) = x3 − 3x2− 9x+20 と定め

る．この関数 f には異なる 2 個の極値がある．その 2 個の極値を求める．
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